
令和元年度 上河内中央小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
（１）基本目標 

「人間尊重の教育」を基盤に，21 世紀の担い手として「心身ともに健康で主体的に考え表現でき，粘り強く頑張り抜き，

自らの向上とよりよい社会の発展を目指し，たくましく生きる人間」の育成を図る。           
（２）具体目標 ≪目指す児童像≫ 

よく考え，学ぶ子ども（知）   自分を見つめ，つくせる子ども（徳）   明るく，たくましい子ども（体） 
【合 言 葉】 かしこく・やさしく・たくましく  

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

自他の幸せの実現を目指し，変化の激しい２１世紀を力強く生き抜くたくましい子どもの育成を目指す。また，

家庭や地域との一層の連携・協議を図り，地域とともにある学校づくりを推進する。 

≪目指す学校像≫ 地域に愛され信頼される学校 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

未来を担う子どもを育て地域に愛され信頼される学校 

（１）児童一人一人のよさや可能性を認識し，認め合い，学び合う集団づくりに努める。 
（２）児童が学ぶ喜びを感じられるよう，授業改善及び個に応じたきめ細やかな指導の充実を図る。 
（３）豊かな心や創造性とともに自らの目標の実現に向けて粘り強く努力する心と体のたくましさを涵養する教育活動を推進す 

る。 
（４）教職員が，チームの一員として連携・協働しながら不断に指導力を向上させるとともに，勤務時間を意識した働き方を進 

める。 
（５）校内体制及び家庭との連携充実により，問題行動等対策の充実を図る。 
（６）〇「小中一貫教育・地域学校園」と「魅力ある学校づくり地域協議会」（以下「地域協議会」）を充実させ，地域とともに

ある学校づくりの推進に努める。 
 
 
 

 
４ 教育課程編成の方針 

（１）日本国憲法，教育基本法，学校教育法，小学校学習指導要領に示された教育の目標や内容，県・市の学校教育の重点，努

力の方向に基づき，更には地域社会や児童の実態等を十分に把握し「人間尊重の教育」を基盤に，調和と統一のある教育

活動を積極的に推進する。 
（２）心身の発達段階や特性・子どもの育成に関わる多くの関係者の願いを考慮し「未来を担う子どもを育て地域に愛され信頼

される学校」を目指す。 
（３）学習指導要領の原則を踏まえ，教育内容の質的・量的な充実を目指した学習指導を展開し基礎的・基本的な事項の定着と

個に応じた学習活動の展開の充実に努める。 
（４）各教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間・外国語活動などの関連を図り，調和と統一のとれた編成に努める。 
（５）前年度活動の評価等，地域社会の実情・児童の実態等を踏まえ，柔軟な指導の形態・指導法の工夫・教育資源（人・地域・

機関等）の活用につとめ，一人一人の教育的な課題がより確かに解決が図られるよう展開を工夫する。 

 
５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 
○地域の教育資源等の積極的活用 

 ・縦割り班「にこにこ班」の効果的活用 
 ○校内研修や地域学校園研修会を通した教職員の資質・能力及びチーム力向上 
 ・多様な児童の状況に応じた指導の充実 
 ・学校リフレッシュデーなどによる勤務時間の意識化 

[上河内地域学校園教育ビジョン] 
 かしこくたくましいゆずっ子の育成 ～基本を身に付け，人とつながり，夢に向かって生きる子どもを育てよう～ 

別紙２ 



【 学 習 指 導 】 
・「上央小授業スタンダード」の充実（活動の重点化 「問い」と学びあいを重視  一人一授業＋ミニ授業研究会推進） 

 ○朝の学習タイムの重点化（学寮調査結果に基づく内容，指導学年の重点化） 
 ・家庭学習の習慣化（記録カードとテストによる意欲向上） 
【 児 童 指 導 】 
・ルールやマナーを守り，相手のことを考えて行動できる態度の育成(「上央っ子の誓い」等による全教職員での指導徹底） 

 ○不登校，スマホ，いじめ対策の充実（支援体制構築，初期対応強化） 
・優しく温かい学級づくり 

 ・認め励ます指導の推進（挨拶と言葉遣いに係る指導と表彰の定期的実施）  
【 健康（体力・保健・食・安全） 】 
 ○学校行事を活用した体と心のたくましさの涵養（羽黒山遠足，農業体験，運動会など） 
 ○投力や持久力向上と姿勢の指導徹底（授業時の補強運動や習慣化促進   持久走大会，なわ跳び大会等の開催） 
 ・登下校時の安全な歩行指導徹底 
 ・栄養バランスを考えた食事指導の充実 

 
６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目 
 
指 
 
す 
 
児 
 
童 
 
の 
 
姿 

Ａ１ 児童は，進んで学習に

取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をしっ

かりと聞いたり，発表した

りするなど，進んで学習に

取り組んでいる。」 

⇒児 童 ８０％以上 

 

 

 

① 授業では，「学習のきまり」を全 

校で徹底し，基礎・基本の定着を

図るとともに，主体的・対話的で

深い学びの場を設定し，自分の考

えを表現できる児童を育てる。 

 

② 学び合いを通して，自分と友達 

の考えを比較させたり関連させた

りしながら，深い学びの実現に努

める。 

 

③ 「話の聞き方・話し方」について

は，全教育活動を通して，学年の

発達の段階を踏まえつつ，全職員

による共通理解のもとで育成す

る。 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，思

いやりの心をもって優し

く接している。」 

⇒児 童 ８０％以上 

教職員 ８０％以上 

① 道徳教育指導計画に基づき，全教

育活動を通して道徳教育を計画的

に実施する。 

 

② 体験活動と関連を図った道徳科の

授業を実施し，生命や人権を尊重

する心や，人を思いやる心などを

涵養する。 

 

③ 児童会活動や清掃における縦割り

班活動を通して，思いやりの気持

ちをもって助け合い協力する態度

の育成をする。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ３ 児童は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナーを

守って，生活をしている。」 

⇒児 童 ９０％以上 

保護者 ９５％以上 

 

① 児童が正しく判断し責任ある行動

がとれるよう，その姿を「上央っ

子の誓い」「上河内中央小学校の約

束」「上河内中央小学校の一日」「校

庭での約束」に示し，学習と生活

のきまりの徹底に努める。 

 

② 生活当番は，秩序があり安全な学

校生活を実践できるよう生活目標

を設定し，掲示や放送，校内巡視

などを行って意識付けをする。 

 

③ 避難訓練(火災・地震・竜巻・弾道 
ミサイル・不審者)，交通安全教室，

緊急引渡し訓練の実施や「スマホ・

ケータイ宮っ子ルール共同宣言」

への理解や「フィルタリング設定

１００％キャンペーン」における

学校の取組等を通して，児童や保

護者に対して正しい使い方とマナ

ーを発信し，情報モラル教育を推

進し，危機管理能力を高める。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 
 

〇Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをしてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じたあ

いさつをしている」 

⇒児 童 ９５％以上 

保護者 ９０％以上 

① 年 3 回の「あいさつ・言葉づかい

名人」表彰や，地域協議会の挨拶

運動で意識を高めながら，日々の

生活指導の中であいさつや返事が

できる子の育成を目指す。  

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ５ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かって

あきらめずに，粘り強く取

り組んでいる」 

⇒児 童 ８０％以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多

く設けるとともに，担任も認め励

ます指導に努める。 

 

② 各教科の授業や各種検定等におい

て，児童が目標をもって取り組む

機会を設けるとともに，目標の達

成に向けて努力している児童を称

賛する。 

 

③ 道徳の授業において，目標をもっ

て粘り強く取り組むことの大切さ

に気付かせるとともに，そうした

実践に向けた意欲を高める。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



〇Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活して

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気を

付けて生活している」 

⇒児 童８０％以上 

① 児童が自分の健康に気を付けて自

ら健康を管理できるよう，学級活

動，体育，学校行事と関連を図っ

た保健指導や日常の生活指導を行

う。 

 

② 学校給食と各教科等との関連を図

った指導のもと，栄養のバランス

のとれた食事や望ましい食習慣の

形成を図る。 

 

③ 危機を予測し自らの命を守り抜く

行動力を育成するため，日常指導

における安全指導を充実するとと

もに，交通安全教室，避難訓練等

を計画的に実施する。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ７ 児童は，夢や目標をも

って，社会に貢献でき

るよう努力している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かって

あきらめずに，粘り強く取

り組んでいる」 

⇒児 童 ８０％以上 

① 宮・未来キャリア教育年間指導計

画に基づき，児童が自らのよさや

個性を生かすとともに様々な人と

かかわりながら，集団の一員とし

ての役割に取り組もうとする意欲

を，全教育活動を通して意図的・

計画的に育む。 

 

② 家庭や地域社会との連携による体

験的活動を実施し，児童が将来の

夢や希望を描いたり，実現に向け

て努力したりする態度を育成す

る。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ８ 児童は，英語を使って

コミュニケーションし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，外国語活動の授業

や ALT との交流の際に，英

語を使ってコミュニケー

ションしている」 

⇒児 童 ８０％以上 

教職員 ８０％以上 

① 外国語活動(外国語活動)を通じ

て，言語や文化について体験的に

理解を深め，積極的にコミュニケ

ーションを図ろうとする態度を育

成する。 

 

② 外国語活動(外国語活動)に関する

校内研修や授業を相互に見合う機

会を充実して指導力の向上を図

る。 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知っ

ている」 

⇒児 童 ８０％以上 

教職員 ８０％以上 

① 生活科，社会科，総合的な学習の

時間の授業や，市内や地域での校

外学習等において，学習内容に関

連させながら児童が身近な地域や

宇都宮市の良さに気付く指導に努

める。 

 

② 教師自身が宇都宮市の歴史，文化，

伝統産業，特産物等について理解

を深められるよう努める。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器や

図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，パソコンや図書等

を学習に活用している」 

⇒児 童 ８０％以上 

教職員 ８０％以上 

① 児童がタブレット型パソコンや情

報通信ネットワークなどの情報手

段に親しみ，適切に活用する能力

を育成できるよう，授業において

積極的にＩＣＴ機器を活用する。 

 

② 各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実等，学校図書館の環境整備に努

める。 

 

③ 読書の時間や読み聞かせの時間，

図書だよりの発行などを通して児

童の読書意欲を喚起する。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ11 児童は，高齢者に対す

る感謝やいたわりの心

をもっている。         

【数値指標】 

「児童は，誰に対しても，思

いやりの心をもって優し

く接している。」 

⇒児 童 ８０％以上 

教職員 ８０％以上 

① 体験活動と関連を図った道徳科の

授業を実施し，生命や人権を尊重

する心や，人を思いやる心などを

涵養する。【Ａ２②再掲】 

 

② 道徳教育年間指導計画に基づき，

全教育活動を通して道徳教育を計

画的に実施する。【Ａ２①再掲】  

 

③ 地域の方や高齢者と交流する機会

を設け，感謝や相手を思いやる心

を育む。 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ12 児童は，「持続可能な

社会」について，関心を

もっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災等

の「持続可能な社会」につ

いて，関心をもっている」 

⇒児 童 ８０％以上 

教職員 ８０％以上 

① 総合的な学習の時間等における環

境教育等を通して，環境問題への

関心を高め，環境と調和しながら

生きる意識や態度を育成する。 

 

② 道徳教育年間指導計画に基づき，

全教育活動を通して道徳教育を計

画的に実施する。【Ａ２①再掲】 

 

③ 東日本大震災をはじめとした過去

の災害の具体事例から学ぶ教材を

工夫し，防災教育を充実する。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



〇Ｂ1 児童は正しい言葉づ

かいをしている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，時と場に応じた言

葉づかいをしている」 

⇒児 童 ９０％以上  

「児童は，大人に対して適切

な言葉づかいをしている」 

⇒保護者 ８４％ 

地域住民９０％ 

① 相手の気持ちを考えた言葉づかい

や場に応じた言葉づかいができる

子の育成を目指し，生活と学習の

両面から日常の指導を充実させ

る。 

 

② 年 3 回の「あいさつ・言葉づかい

名人」表彰や，地域協議会の挨拶

運動で意識を高めながら，日々の

生活指導の中であいさつや返事が

できる子の育成を目指す。 
【A４①再掲】 

 

③ 朝の会や帰りの会，学校行事，学

級活動等で，時や場に応じた適切

な言葉づかいができるよう，学年

の発達の段階に応じた指導をす

る。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ｂ2 児童は栄養のバランス

を考えて食事をしている。

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，好き嫌いなく給食

を食べている。（きらいな

ものでも 1 口は食べてい

る）」 

⇒児 童 ９５％以上 

「自分の子どもは，好き嫌い

なく食事をしている（嫌い

なものでも1口は食べてい

る）」 

⇒保護者 ８２％以上 

① 学校栄養職員の取組を生かし，給

食指導の充実を図りながら食事の

マナーを身に付けさせる。 

 

② 栄養バランスを考えた食事指導

（嫌いな物も一口食べさせる給食

指導の徹底）を行い，望ましい食

習慣を育てる。 

 

③ 食事をとることの大切さについ

て，学年に応じた授業を通して理

解を深めたり，給食便りや学年・

学級懇談会で保護者への啓発を行

ったりし，自ら実践する態度を育

てる。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

目 
 
指 
 
す 
 
学 
 
校 
 
の 
 

Ａ13 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実

態に応じて，適切な支援

をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を必

要とする児童や外国人児

童等の実態に応じて，適切

な支援をしている」につい

て，関心をもっている」 

⇒教職員 ８０％以上 

① 特別支援教育コーディネーターや児

童指導主任を中心に，全校で特別な支

援が必要な児童に関する共通理解を

図り，一人一人のニーズを踏まえ

た支援を組織的に行う。 

 

② 特別支援学級の児童はもとより，

通常学級においても，必要に応じ

て個別の支援計画の作成し，それに基

づく合理的な配慮を伴う指導に努め

る。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



姿 〇Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為である

ことを指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許され

ないことを熱心に指導し

てくれる」 

⇒⇒児 童 ９５％以上 

 

学「学校はいじめ対策に熱心に

取り組んでいる」 

⇒保護者 ９５％以上 

① 「上河内中央小学校いじめ防止基

本方針」を教職員，保護者及び地

域に周知するとともに，方針に沿

っていじめの防止に努める。 
 
② いじめの早期発見・早期対応のた

め，いじめゼロを目指した定期的

な無記名式アンケート調査の実施

に加え，簡易的な記名式アンケー

ト調査を実施して実態把握に努め

るとともに，年に２回の教育相談

を実施して問題の早期発見や信頼

関係の醸成に努める。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

〇Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を行

っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大切

にし，児童がともに認め励

まし合うクラスをつくっ

てくれている」 

⇒児 童 ８０％以上 

「教職員は，不登校を生まな

いよう，一人一人の児童を

大切にし，児童がともに認

め励まし合う学級経営を

行っている」 

⇒教職員 ８０％以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多

く設けるとともに，担任も認め励

ます指導に努める。【Ａ５①再掲】 

 

② 教育相談，アンケート，ＱＵ調査

等の結果を活用し不適応傾向のあ

る児童の早期発見と不登校の兆候

や傾向の児童に係る校内全体の情

報共有を図る。 

 

 

【【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ16 教職員は，外国人児童

生徒等の実態に応じて，

適切な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を必

要とする児童や外国人児

童等の実態に応じて，適切

な支援をしている」につい

て，関心をもっている」 

⇒教職員 ８０％以上 

① 児童が，互いの国籍や文化の違い

等認め合い尊重しながら生活でき

るよう，日常的な指導に努める。 

 

② 外国人児童について全校で共通理解

を図り，必要な支援やニーズを踏ま

えた支援を組織的に行う。 

 

 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ17 学校は，活気があり，

明るくいきいきとした

雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は今の学校が好きです」 

⇒児 童 ９５％以上 

  

「学校全体に活気があり，明

るくいきいきとした雰囲

気である」 

⇒保護者 ９５％以上 

① 「かしこく，やさしく，たくまし

く」の合言葉の浸透を図り，笑顔

と活気のある楽しい学校づくり

を進める。保護者に対して，学年

便りで,行事等での児童の活躍の

様子を積極的に伝えていく。 

 

② 縦割り班活動や食農体験などの

特色ある活動で，児童が主体的に

取り組める場を設定し，協力して

活動させる。 

 

③ Ｑ－Ｕの結果を分析し，支援が必          

要な児童を把握したり，日頃の観

察 をきめ細やかに行ったりし

て児童一人一人が生き生きと学

校生活を送ることができる学級

経営を行う。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ18 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指

導を行い，学力向上を図

っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かりや

すく，一人一人に丁寧に教

えてくれる」 

⇒児 童 ９５％以上 

 

「教職員は児童一人一人が

理解できるように教材を

工夫するなど，きめ細かな

指導をしている」 

⇒保護者 ９０％以上  

① 児童の関心や理解を促す教材開発

と，授業のねらいの明確化，振り

返りの時間の確保など分かる授業

を目指した「上央小授業スタンダ

ード」による指導法の工夫に努め

ると共に，共有化を図る。 
 

② 算数科において，習熟度別学習，

少人数学習，ＴＴを効果的に実施

するとともに，かがやきルームや

なかよし学級での個別指導等を通

して，児童一人一人の学習状況に

応じたきめ細かな指導をする。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ19 学校に関わる職員全

員がチームとなり，協力

して業務に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる職員全員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる」 

⇒教職員 ８０％以上  

① 学校内において好ましい人間関係

の醸成を図るよう努めることで，

教職員と学校スタッフとが気軽に

声を掛け合える雰囲気作りを行

う。 

 

② 学校目標及び本年度の努力点につ

いて共通理解を図り，チーム学校

として協働していくことで，同僚

性を高められるようにする。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ20 学校は，教職員の勤務

時間を意識して，業務の

効率化に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時間

を意識して，業務の効率化

に取り組んでいる」 

⇒教職員 ８０％以上  

① 学校の働き方改革の視点に立って

教職員一人一人が，勤務時間を意

識し，業務の効率的な実施や計画

的な処理に努める。 

 

② 教職員の負担軽減に向け，学校の

組織運営の改善や，各種行事等の

実施方法の改善を行う。 

 

③ 学習情報システムをはじめとした

各種システムを効果的に活用し，

業務を効率的に進める。 

  

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

〇Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の取

組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学生や中学生が

交流する活動を行ってい

る」 

⇒児 童 ９５％以上 

  

「学校は，小学校と中学校が

連携した『小中一貫教育・

地域学校園』の取組を行っ

ている」 

⇒保護者 ９５％以上 

① ５年生の冒険活動教室や６年生の

乗り入れ授業・中学校訪問，小中

合同あいさつ運動などの行事を通

して，積極的な交流を図りながら

活動することを目指す。 

 

② あいさつ運動などを通して，地域

の一員としての自覚を高められる

ようにする。 
 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

〇Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色ある

教育活動を展開してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の方々と

一緒に活動することで学

習が充実し，楽しい」 

⇒児 童 ８０％以上 

  

「学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている」 

⇒保護者 ８０％以上  

① 学校支援ボランティアの活用や出

前授業，校外学習などにおいて地

域の人材や施設・設備等の教育力

を生かした学習を充実させる。 
 

② 「魅力ある学校づくり地域協議

会」において，児童の健全育成を

目指し，学校・家庭・地域の連携

を深める事業を推進しながら交流

の輪を広げる。 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育成

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の方々と

一緒に活動することで学

習が充実し，楽しい」 

⇒児 童 ８０％以上 

  

「学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている」 

⇒保護者 ８０％以上 

① 地域協議会を定期的に開催し，学

校経営方針への保護者，地域住民

の意見反映や，学校関係者評価の

実施などを行っている。     

 

② 校外での体験活動時の安全確保

や，授業への支援などへの協力，

参画を得て，学校支援ボランティ

アを有効に活用している。 

 

③ 家庭や地域社会との連携による体

験的活動を実施し，児童が夢や希

望を描いたり，実現に向けて努力

したりする態度を育成する。 

  

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ24 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づ

くりに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安全

に配慮した環境づくりに

努めている」 

⇒保護者 ８０％以上  

地域住民 ８０％以上  

① 日々校舎内外の巡視をするととも

に，月１回施設・設備の安全点検

を実施し，必要な箇所の修繕を迅

速に行い環境の整備に努める。 
 

② 危機管理マニュアルを整備すると

ともに，避難訓練や引き渡し訓練

等を通して，火事，地震，竜巻，

不審者侵入等の不測の事態への備

えを万全にする。 
 

③ 熱中症対策予防対策，インフルエ

ンザ蔓延予防対策など，時期に応

じた保健指導管理に努める。 
 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 

Ａ25 学校は，学習に必要な

ＩＣＴ機器や図書等を

整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，パソコンや図書等

を学習に活用している」 

⇒児 童 ８０％以上 

教職員 ８０％以上 

① 児童がタブレット型パソコンや情

報通信ネットワークなどの情報手

段に親しみ，適切に活用する能力

を育成できるよう，授業において

積極的にＩＣＴ機器を活用する。 

【Ａ１０①再掲】 

② 各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実等，学校図書館の環境整備に努

める。     【Ａ１０②再掲】 

③ 読書の時間や読み聞かせの時間，

図書だよりの発行などを通して児

童の読書意欲を喚起する。 

         【Ａ１０③再掲】 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 



本

校

の

特

色
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Ｂ3 児童は学級や縦割り班

の活動などで仲良く助け合

って生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「学級やにこにこ班の活動

では，友達や下級生と仲良

く過ごしている。」 

⇒児 童 ９８％以上 

① 日々の清掃活動や学校行事など

で，縦割り班での活動の機会を設

定し，学年の枠を超えて協力して

仕事や活動ができるようにする。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 
 
 
 

〇Ｂ4 児童は自主的に学習

に取り組むなど学習習慣が

身に付いている。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は自主的に学習に取

り組むなど，学習習慣が身

に付いている」 

⇒児 童 ８５％以上 

教職員 ９５％以上 

保護者 ９５％以上 

  

① 職員間で共通理解を図り，児童が

自主的に学習に取り組めるように

自主学習ノートや音読カードな

ど，具体的な方策を立て継続して

指導していく。 

 

② 年度当初に全家庭に「家庭学習の

すすめ」を配付し共通理解を図り，

家庭と連携する。児童には「家庭

学習への取組ポイント」を示し指

導し低学年(20 分)，中学年(40

分)，高学年(1 時間以上)の家庭学

習を実践させる。また，学期１回

「家庭学習名人」表彰を行い，児

童の意欲を高める。 

 

【達成状況】 
 
【次年度の方針】 
 

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

 
７ 学校関係者評価 

 

 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

 


